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Ⅰ　基本情報

名称

募集方法

札幌市西野地区センター 所在地 札幌市西区西野4条2丁目

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）  事業の計画及び実施に関する業務
（4）  施設の利用等に関する業務
（5）  前各号に掲げる業務に付随する業務

札幌市西野地区センター運営委員会

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：1施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,529.48㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。区民センターの機能を補完し、地域における住民の自主的な活動を促進する。

ホール、洋室（2室）、和室（2室）、娯楽室（2室）、実習室、図書室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営
されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセン
ターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼
関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手
の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団
体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の
管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良
好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 西区市民部地域振興課（641-6926）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成4年5月17日 延床面積

指定単位
施設数：1施設

 複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲
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Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

所管局の評価項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　基本方針に基づき
職員全員が貸室事
業や図書室運営に
おける利用者への
サービスアップに努
めた。
　また、ごみ収集カ
レンダー、西区ガイ
ド、地震防災マップ
などを常備備えて、
希望する区民に随
時配布した。
　地域住民との交
流事業や区民講座
等の企画に当たっ
ては、生涯学習情
報等を参考にし創
意工夫に励んだ。

要求水準が満たさ
れており、適切に
管理、運営されて
いる。

　「札幌市区民センター等使用承認取扱要領」等を
十分に理解し、遵守することにより、公平・公正の確
保を図っている。
　また、利用者に対しては、施設使用申込み等に係
る規則、手続き等について、十分かつわかりやすい
説明を行うとともに、貸室、講座等で重複の申込み
があった場合は、館長立ち合いの上、抽選を実施し
公平、公正、公開の確保に努めている。

　「笑顔があふれ心ふれあう豊かなまちづくりという
理念のもと　①地域文化の情報が得られ、発進する
場として、　②はばひろい生涯学習の機会が得られ
る場として、　③地域住民がふれあい、自主的な活
動が促進される場として、コミュニティ施設の効用を
高め、更なる地域への浸透を図ること」との基本方針
を策定した。

   館内に電気・ガス・水道の節約に関する啓発ポス
ターを貼付するとともに、暖房(20度)、冷房（28度、図
書室のみ）の温度設定を徹底した。
　また、節水、節電、ごみ減量・リサイクル推進、駐車
場等でのアイドリングストップの励行など、利用者、
来館者の協力を得ながら、組織全体で環境保全へ
の取り組みを行った。
　しかし、ガス使用量については、新型コロナウイル
ス感染防止対策として、冬期間においても窓を定期
的に開け、換気をしていたため昨年度より22％増加
した。

新規利用者・定期
利用者とも、十分な
説明や情報提供を
行い、良好な関係を
保持しながら、適切
な利用承認事務を
行うことができた。

　休館等があり昨年
との比較はできない
が、省エネルギー、
資源リサイクル等に
係る職員・利用者の
意識向上は進んで
いると思われる。
　今後は電気、ガス
などの効率的な使
用を徹底したい。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

第３回
1月25日

　地域の住民組織を母体とした運営委員会の下に、
実践組織としての事務局を設置し、事務局長以下12
名の職員を雇用している。職員については、それぞ
れの職位に応じた事務分掌を定め、適正な事務執
行と責任体制の確立を図っている。
　特に使用承認事務については、日・祝日も含めて
8：45～21：00の間、常時2名の職員を配置し、窓口
のサービス向上を図っている。
　また、職員の人材育成については、当初の研修計
画に基づき、職員研修を実施した。

　利用者アンケート、毎月の西区館長会議等の情報
を職員全員で共有するとともに、ローテーション勤務
における事務引継ぎを徹底して行い、利用者からの
要望等に迅速に対応できる体制づくりを行っている。
　利用者に安全かつ気持ちよく利用してもらえるよ
う，夏期には、敷地内の除草、駐車場の区画線の整
備、冬期には、通路等の除雪、凍結路面滑り止めの
砂まきのほか、敷地内及び周辺歩道・バス停のゴミ
拾いなどの環境整備を毎日実施している。

　主に設備の保守点検業務に関して、専門の機関・
企業に再委託している。これらの業務に関して、責任
者や指揮・連絡系統を明確にさせ、必要に応じて指
導や指示を行っている。
　業後の履行確認は、仕様書に基づく検査を行い、
適正を期している。

・第1四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・文化祭の中止について
・令和3年度ホール天井改修工事につ
いて
・利用者からの意見・要望について
・管理運営上の意見交換

・第2四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・指定管理者評価シートについて
・管理運営上の意見交換

・第3四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・ホール天井改修工事及び工事に伴
う休館について
・管理運営上の意見交換

第１回
8月25日

第２回
10月27日

　適切な運営管理
に必要な組織体制
や職員の確保・配
置により、円滑な運
営ができた。
　また、職場研修の
実施により、コミュニ
ティ施設の指定管
理者職員としての
意識改革が図ら
れ、利用者サービス
に繋がっていると思
慮する。

　施設の老朽化に
伴い、建物、設備、
備品等の破損が多
くなってきており、利
用客の安全等のた
め、随時、必要な修
繕等を行っている。
　なお、軽微な修繕
については、職員が
自ら行った。

　全ての業務におい
て、仕様に基づく適
正な履行が行われ
た。

　所定回数の会議
を開催し、管理運営
水準の維持向上に
向けた協議を行っ
た。
　令和3年度の運営
に反映させていきた
い。
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▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

＜協議会メンバー＞

　住民組織等(西町連合町内会）、利用者代表（方円
流煎茶道代表、行政（札幌市西区市民部地域振興
課長）、指定管理者（札幌市西野地区センター運営
委員会会長）、事務局

▽　要望・苦情対応

第４回
3月24日

　区民講座終了時及び年度末に利用者アンケートを
実施し、結果を館内に掲示するとともに、業務改善
等に役立てている。
　また、札幌市の実地検査は、指定管理事務におけ
る定期的な自己チェックの機会でもあり、適正な事務
処理の執行を心がけた。

　意見箱を窓口に備え付け、毎日確認し、回答を館
内に掲示し対応することとしている。
　その結果等を西区、運営委員会、運営協議会に随
時報告している。
　なお、制度的な問題への苦情要望については、札
幌市と協議し、指定管理者限りで対応できるものに
ついては、速やかに、誠意を持って対応することとし
ている。
　今年度は、札幌市広報部みんなの声を聞く課に、
休館中のホールの換気について、また、西野地区セ
ンターに隣接地の管理会社から敷地を越境している
雑木枝の伐採について要望があり、真摯に対応し
た。

　現金出納簿、その他必要な帳簿を備え、収入・支
出決定書等所定の帳票を用いて、正確かつ迅速な
現金・預金管理事務に努めた。
　なお、利用料金は、札幌市西野地区センター現金
取扱規定により、翌日、銀行口座に入金している。
　また、会計ソフトを導入して、毎月総勘定元帳や合
計残高試算表を出力して現金・預金との精査照合を
行うとともに、資金管理・経理執行全般について、顧
問税理士の指導・検査を受け、正確かつ公正な財務
事務処理を行っている。
　なお、資金管理については、指定管理業務、自主
事業ごとの区分経理を実施している。

・第4四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・アンケートの集計結果の概要
・改修工事に伴う休館について
・管理運営上の意見交換

　資金管理について
は、顧問税理士に
よる点検・確認を得
ており、全般的に適
正な財務管理が行
われたと思慮する。

　要望・苦情は地区
センター運営改善
の貴重な提言であ
ることから、その内
容、対応等について
職員間で情報共有
している。
　使用承認等の苦
情・要望について
は、公正な運用と親
切丁寧な説明・応対
を心がけ、施設の
老朽化による苦情・
要望に対しては、予
算の範囲内で改修・
改善等に努めた。

　今後も継続して実
施し、利用者の声
の把握や、業務改
善に役立てていき
たい。

4



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　期間中、事故もな
く、安全な環境のも
とで利用に供するこ
とができたと思慮す
る。

　専門的な管理業
務技術の活用によ
り、良好な管理環境
を確保することがで
きた。
　また、職員が建物
周辺の草刈りや除
雪、軽微な修繕など
を行い、環境美化に
努めた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　全職員が定期的に館内及び建物周辺を巡回して、
ソフト・ハード面から危険個所の早期発見と事故防
止に努めている。
　施設周辺及び施設内に段差が多くあり、利用者に
は、高齢者が多いため、通路、玄関の安全確保に細
心の注意を払った。
　来館者の緊急時の救命措置のためAEDを備えて
おり、玄関、受付窓口に設置マークの表示をしてい
る。
　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入し、不
測の事故に備えている。
　取得物の取り扱いについては、事務室内等に保管
し、落とし主に返還している。現金等貴重品について
は、その都度警察に届けている。

　定期清掃、警備、自家用電気工作物、消防設備、
エレベーター、ボイラー、舞台装置及び自動ドアの館
内設備の保守業務にいては、単年度又は複数年の
契約により再委託を行った。
　清掃については、定期清掃のほか、汚れの激しい
集会室のカーペット清掃や、ホールの床が滑りやす
いことからワックス掛けを追加委託した。
　駐車場等の除排雪業務については、シーズン前
に、見積り合わせにより、単年度契約により再委託を
行った。
　10ｃｍ以下の降雪に対しては、職員等が除雪を
行った。
　外構の草刈りや冬囲いは再委託を行ったが、建物
周辺の草取りなどの植栽管理等の業務は職員が行
い、害虫発生防止や美観保持に努めた。
　その他、貸室の壁修繕、ドアクローサーの交換、窓
修繕、排水管詰り修理及び男子トイレ便座交換等を
行った。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

・施設で働くパート職員に対し、最低賃金を上回る時
給を支給した。
・職員就業規則、運用細則、育児・介護休業規則を
制定している。
・全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者
を雇用保険・社会保険に加入させ、１年に１回の定
期健康診断を実施した。
・令和2年6月に時間外労働・休日労働に関する協定
届を労働基準監督署に提出した。
・再委託により実施している業務について、受託者に
対し雇用環境調査を行った。
・令和2年12月に育児・介護休業規則及び就業規則
の一部を改正し、労働基準監督署に届け出た。
・令和3年3月に就業規則の一部を改正し、常勤職員
の雇用期間の終期を70歳に引上げ、労働基準監督
署に届け出た。

　労働関係法を遵
守し、就業規則等
の改正を行い、職
員の雇用環境安定
を図っている。
　職員の個人面談
を実施し、職員の要
望や意見、悩みや
相談等を聞いて、業
務の改善、職場環
境の改善に役立て
た。

労働関係法令が遵
守されている。ま
た、70歳までの雇
用継続が実施さ
れ、高年齢者の就
業確保に努めてい
る。

要求水準を満たし
ており、適切に施
設、設備等の維持
管理がされてい
る。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

19 80％ 100％

ヨガ入門 23 80％ 100％

（4）事業の計
画・実施業務

課目数 13 12

　訓練後、消防設備
点検業者から、火
災報知器、非常放
送設備などの操
作、機器の説明を
受け、防災知識が
深まるとともに、防
災に対する意識も
高まった。

　地域交流事業に
ついては、新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止のため、文
化祭、映画会、ス
ポーツ大会など人
が集まる事業は実
施できなかった。

　11月と3月に防災訓練を実施した。
　また、各種研修会にも参加するなど、所定の防火・
防災の取り組みを行った。
　なお、平成27年4月には、西区防火管理者協議会
から優良事業者として表彰されている。
　令和元年12月に防火対象物点検報告の特例認定
を受けている。

(1) 計画と実績

区分 R1実績 R2計画 R2実績 実績/計画

5 0.42

回数 64

実績

はじめての太極拳 19 80％ 86％

講座名
受講
者数

満足度

目標

59 29 0.49

定員又は
受講人数

266 246 76 0.31

(2) 主な講座の応募状況と受講者の満足度

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

ﾌｧｯﾄ･ﾊﾞｰﾆﾝｸﾞ脂肪燃焼

▽　防災

77％
信州の郷土料理
ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄで作るおやき

ライフセミナー
人生100年時代のﾗｲﾌ
ﾌﾟﾗﾝを考える

6 80％ 83％

9 80％

(1) 計画と実績

区分 R1実績 R2計画 R2実績 実績/計画

事業数 5 5 1 0.2

回数 6 5 1 0.2

参加者数 644 590 37 0.06

(2) 主な事業の参加状況・目標達成度

事業名
参加者数

目標 実績 達成率（％）

新春書初め展示会 60 37 61.7％

図書業務につい
て、感染対策を踏
まえ利用促進が図
られるような新たな
事業があるとより
良い。

　区民講座について
は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
のため、4月、5月開
始の第１回目の講
座は全て中止とし、
当初計画より7課目
減の実施となった。
　第２回目の講座
は、冬期において新
型コロナ感染症拡
大の恐れがあった
ため、例年より開始
時期を早めて実施
したが、参加者数及
び利用者満足につ
いて、やや不満足な
面があった。
　コロナ禍ではある
が、ヨガやファット
バーニング等の健
康志向を反映した
体操系課目は、受
講者から人気を博
した。
　また、今回は参加
人数が少なかった
が、高齢者向けの
教養講座について
は今後とも継続して
実施していきたい。
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▽　図書業務

　貸出数は一般・児
童とも減少している
が、減少率は前年
度に比べ小さくなっ
ている。
   新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
ため令和2年4月中
旬から5月下旬まで
休室となった。
　また、展示、室内
装飾、イベント等は
縮小又は中止とし
ている。
　令和2年度は、蔵
書の充実を図った
が、今後は行事の
企画を通じて更なる
利用の促進を図っ
ていく必要があると
考えている。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業(無料）に関する
業務

事業名
R1実績 R2実績

開放日数 利用者数 開放日数 利用者数

囲碁・将棋 137 2,967 0 0

卓球 43 1,958 0 0

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 31 556 0 0

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 34 405 0 0

ﾐﾆｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ 68 1,517 0 0

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 33 670 0 0

ﾌｧﾐﾘｰの日 28 767 0 0

(1) 利用状況

区分 R1実績 R2実績 増減率

開館日数 250日 254日 1.02

蔵書数 35,620冊 35,601冊 1.00

登録者数 3,084人 2,790人 0.90

貸出数 84,738冊 82,173冊 0.97

相互貸借件数 29件 23件 0.79

ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数 1,440件 1,531件 1.06

(2) 利用促進事業

＜室内展示等の企画実施＞
・年間行事関連資料の展示（季節に関する資料
等）・・12件
・話題資料の展示（スポーツ・文化関連・災害等）・・
9件
・通年展示（青少年読書感想文全国課題図書・北海
道指定図書・北海道青少年のための200冊）・・3件
＜室内装飾＞
・季節や年間行事に即して実施・・4件
＜読み聞かせ・映画上映会＞
・おはなし会・・0回
・映画上映会・・0回

　新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
ため、令和2年2月
24日以降の施設活
用事業は中止と
なっており、令和2
年度においても状
況改善が見られな
かったことから、実
施に至らなかった。
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（5）施設利用
に関する業
務 Ｒ2年度計画

▽　利用件数等

件数(件)

ホール

81.4稼働率(％) 86.0

人数(人）

　高齢化に伴う会員
数の減少により、
年々サークル団体
が少なくなってい
る。
   このことから、区
民講座後のサーク
ル化など、利用率
増加に積極的に取
り組んでいるところ
であるが、令和2年
度については、新型
コロナウイルス感染
拡大防止のための
休館やサークル活
動の自粛、施設活
用事業の中止等に
より、件数、人数、
稼働率とも、前年度
を大幅に下回り、要
求水準を満たすこと
はできなかった。
　また、キャンセル
に伴う利用料金の
還付件数も大幅に
増えた。

　地区センターだよ
りは、町内会を通じ
て各家庭に回覧さ
れている。
　地元のミニコミ誌
の取材や情報提供
依頼に積極的に協
力し、無料のＰＲ媒
体の一つとして有効
に活用した。
　貸室空情報等に
ついて、ホームペー
ジをチェックする人
が増えており、ホー
ムページをより見や
すくする必要がある
と考えている。

57.5 32.6

・サークル会員への新規講座の受講奨励。
・地区センターだより、ホームページ等を通じて利用
促進策を進めた。

　講座等の行事・事業については、札幌市のイベント
情報誌、地域情報誌及び地区センターだよりに掲載
し、参加者を募った。
　ホームページでは、施設概要、貸室予約状況、
サークル、図書室、無料開放、.講座等について紹介
するとともに、新型コロナ感染拡大防止による行事
の中止、休館、利用キャンセルの取扱い等の最新情
報を載せ、利用者に対する周知を図った。

63.2

R1年度実績

16,770

658

26,150

Ｒ2年度実績

26,600人数(人）

920

全 　体 59,900

▽　不承認 0件、取消し 0件、減免 0件、還付 238件

32,020

66.0 47.761.7

▽　利用促進の取組

実習室

件数(件) 465 620 291

人数(人） 2,720 3,800 1,670

稼働率(％) 44.1

人数(人）

　継続指定のため、引継ぎ業務なし

件数(件)

▽　引継ぎ業務

4,637 5,080 2,910件数(件)

60.0 37.9

稼働率(％)

娯楽室
和 　室

件数(件) 1,937 2,170 1,067

人数(人） 15,077 17,500 7,488

稼働率(％) 45.6 51.0 28.1

集会室

1,344 1,370

11,466 12,000 6,092

894

891

55,413

稼働率(％) 53.9

（6）付随業務 ▽　広報業務

新型コロナウイル
ス感染拡大の影響
により目標利用率
60％を達成するこ
とができなかったと
認められる。

要求水準が満たさ
れており、適切な
広報業務が実施さ
れている。SNSを利
用した広報も検討
してほしい。
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　自販機2台を設置して、清涼飲料水の販売を行っている。
　令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のための自粛
や休館のため販売数が減少し、1月に自販機1台が撤去となっ
た。
　収入額（令和2年度実績）　66千円

・物品の調達及び管理業務の再委託は、特別のものを除き、市
内に本店を置く企業に発注している。
・さらに地域の個人事業主や中小事業者に可能な限り、小修繕
や役務の提供を依頼した。
・封筒及び使用承認申込書等の印刷物は、札幌福祉印刷（社会
福祉法人共友会）に発注している。
・また、福祉関係のチラシを積極的に配架し、バックアップを行っ
ている。
・その他、母子寡婦連合会・聴力障害者協会が設置する動販売
機2台に係る苦情・故障・両替などの対応を行っている。
・令和２年度は中止となったが、例年の西野地区センターの文化
祭においては、福祉施設の受注拡大に配慮して障害者施設等
のパン・クッキー等の販売に協力している。

２　自主事業その他

▽　自主事業

　利用者の利便向
上に貢献した。

　市内・地域内の事
業者の受注機会の
拡大に貢献した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

市内企業の利用に
努めている。福祉
施策の取組みにも
努めている。
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結果概
要

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

各項目において高
い水準の評価が得
られている。

　「西野地区セン
ターへの総合満足
度」の設問に対して
は、5段階評価（0～
4）のうち、2～4の人
が99.6％、0～1の人
が0.4％であった。
  今後ともすべての
回答者が2以上にな
るように努力してい
きたい。

  職員の接遇は、2
以上の評価が
98.0％であり概ね良
好な評価を得てい
ると考えているが、
今後も引き続き、職
員の研修に努め、
窓口や電話におけ
る応対技術（接遇、
業務意識の向上）を
高め、2以上の評価
になるよう努力して
いきたい。

  講座については、
機会をみて受講し
たい人の割合が
22.7％となっている
ことから、この方々
の興味ある科目の
設定などを考えてい
きたい。
  行事については、
文化祭の他に、多
数の人が参加でき
る行事について検
討していきたい。

  2月中旬から下旬にかけて、来館者300人にアン
ケート用紙を配布し、270名から回答を得た。(回収率
90.0%)

【総合満足度】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は99.6%
だった。（目標90％）
【職員接遇】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は98.0%
だった。 （目標90％）
【清掃状況】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は97.6%
だった。（目標90％）
【館内設備】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は98.8%
だった。（目標90％）
【利用者】
　利用者を地域別にみると、西野地区からの来館者
が一番多く45.4％、次に福井地区13.7％、平和地区
12.5％で、この３地区で70％を占めている。また、交
通手段としては自家用が一番多く47.5％であった。
【利用目的】
　地区センターの利用目的については、『貸室』が
205件、『図書室』が68件（複数回答可）で、全体の
93.5%を占めた。
【広報・ＰＲ】
　地区センターからのお知らせや案内は、何を見て
いるかの問いに、地区センターだよりが119件、ポス
ターチラシが47件で全体の68.0%を占める。（複数回
答可）
　ホームページを見ている人は、9.0%にとどまった。
【事業】
　講座の受講経験のある人は42.1%、機会をみて受
講したい人は、22.7%であった。
　参加したことがある行事は、文化祭が123件と全体
の64.4%を占めた。

【講座関係】
  受講したい科目として「ヨガ・太極拳・健康体操」な
どの健康増進に役立つものや、「パソコン講座・習
字・手芸・生け花」などの知識習得を目的としたもの
があげられているが、概ね、これまで当センターで企
画・実施したものがほとんどである。
  令和3年度は、体育室天井改修工事のため、7月か
ら翌年3月まで休館となることから、休館前に、例年
好評である「ヨガ・ストレッチ・手芸関係講座」を実施
するなど今後も利用者の声を反映していきたい。
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【収入】
  利用料金収入は、新型コロナウイルス感染防止対策による休
館等により、計画比374千円の減収になった。
  その他収入の増は、新型コロナウイルスによる収入の減少に
対する札幌市の補償金によるものである。

【支出】
  地域住民の交流等を目的とした事業及び区民講座が実施でき
なかったことにより、 1，330千円の支出減となった。

自主事業支出 80 66 ▲ 14

収入-支出 110 1,875 1,765

25

自主事業による利益還元 40 0 ▲ 40

法人税等 95

純利益 0 1,780 1,780

▽　説明

70

34,866

489

収入 34,976

Ｒ2年度計画 Ｒ2年度決算 差（決算-計画）

（千円）

35,34534,856

33,536 ▲ 1,330

４　収支状況

25,850 25,850 0

利用料金 8,060 7,686 ▲ 374

指定管理費

435

指定管理業務収入

35,411

▽　収支

項目

その他 946 1,809 863

自主事業収入 120 66 ▲ 54

指定管理業務支出 34,786

支出

33,470 ▲ 1,316

新型コロナの影響
を受けつつも黒字
収支が達成できて
いる。

　収入面では、新型
コロナウイルス感染
拡大防止のための
休館等があったこと
により、大幅な利用
料金収入の減が見
込まれたが、374千
円の減収で済んだ
こと、及び新型コロ
ナウイルスに起因
すると認められる収
入の減少について、
札幌市からの補填
があったことによ
り、計画より435千
円の収入増となっ
た。
　支出面では、新型
コロナウイルス感染
拡大防止のため、
区民講座及び地域
住民の交流等を目
的とした事業に関す
る業務を縮小若しく
は中止としたことか
ら、計画より1,330千
円の支出減となっ
た。
　また、利益還元と
して、利用者からの
要望が多かった、会
議用テーブル、ホワ
イトボード、図書書
籍等を購入した。

【行事関係】
  開催してほしい行事としては、講演会・映画会・音
楽会などをあげられているが、これも概ねこれまで当
センターで企画・実施してきたものがほとんどであ
る。
  令和3年度は、休館前に「映画会」「ライフプラン関
係講座」を実施予定であり、今後も利用者の要望の
実現に向け検討を進めていきたい。

【施設管理関係】
  施設や設備についての改善意見としては、冷房設
置の設置、貸室の消毒液設置、予約方法・利用料金
の支払い方の簡素化、ホールの利用料金の値下
げ、新しい本・雑誌を増やして欲しいなどの意見・要
望があった。
  令和２年度においては、利益還元として児童書籍
の購入を実施した。
  今後は、利用者の意見をもとに、施設建物等の環
境改善及び更なる図書の充実を計画的に行ってい
きたい。
　

内容R元年度決算【参考】

指定管理業務における利益還元 488 下記のとおり
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【自主事業による利益還元】
  自主事業収入の減により、利益還元は無かった。

【指定管理業務による利益還元】
  支出のうち利益還元は、会議用テーブル、バドミントン支柱、ホ
ワイトボード等の備品購入367千円、図書室の書籍購入121千
円、合計 488千円である。

【収支】
  単年度の決算は、1,780千円の黒字となり、次期繰越余剰金は
5,945,752円となった。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

  経費に占める人件費の比重が高い財務構造の中で、利用料金
収入や講座収入を安定的かつ確実に確保しながら、利用者や地
域住民の信頼と期待に応えていくための取り組みを継続するこ
とが、経営の基本と捉える。
  当センターでは、限られた人的資源としての事務局スタッフが、
常に経営意識を持ち、自らスキルアップを図りながら業務に当
たっており、ここ数年利用料金収入等も安定し、収入に見合った
支出を心掛けることにより、余剰額を翌年度に繰り越すなど安定
経営能力は年々向上している。

  貸室の利用申込や講座等受講申込書を中心に、取得した個人
情報の管理については、施錠したキャビネットへの保管等、各条
例の規定に則り、全て適切に対応した。
　また、各サークルへの問い合わせにも、個人情報の慎重な対
応を徹底した。
　情報公開請求は無かった。
　オンブズマン調査は無かった。
　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。
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Ⅲ　総合評価

　令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）は
全て中止、区民講座、地域住民の交流等を目的とした
事業を一部中止としたため、事業実施面では不十分な
結果となった。
　管理運営面では、施設利用者の理解、協力を得て、
新型コロナウイルス感染拡大防止策を的確に行いな
がら、総じて良好な管理運営ができたと思慮する。
　施設利用の稼働率は、当初計画を21.1％下回った。
新型コロナウイルス感染拡大防止による利用キャンセ
ル、地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）の中
止が大きな要因であると思われる。
　令和3年度は、体育室天井等改修工事による9ｹ月間
の休館があり、開館後の稼働率をどのように上昇させ
ていくかが課題となる。
　施設利用収入については、コロナ禍ではあるが、昨
年度に比べ982千円の減収で納まっており、その結
果、会議用テーブル、、バドミントン支柱、ホワイトボー
ド、図書等の購入に充て、利益還元に役立てることが
できた。
　アンケート結果についても満足度は達成されており、
総合満足度、職員接遇などは高評価を得た。

　令和3年度は、体育室天井等改修工事により、7月から9
ｹ月間の休館となるが、開館後は、感染症対策を充分に
行いながら、西野地域のコミュニティ施設として、西野地
区センターが接遇やサービスの向上を通じて、笑顔あふ
れる地域のふれあいの拠点となるように、次の項目を重
点的に取り組んでいきたい。
・利用の少ない日曜及び平日の夜間の利用促進を図り、
貸室の利用率の向上を図る。
・地域住民の教養などの向上促進のため、受講者のニー
ズに沿った魅力ある講座を企画、実施し、講座の充実を
目指す。
・豊かな地域の人間関係づくりや健康増進に役立ち、だ
れもが気軽に参加できる文化・スポーツなどの地域交流
事業を企画、実施する。
・優良図書の選定、新刊のＰＲ、おはなし会などの行事を
通じて、また、児童書籍等の新規購入、更新を実施する
など、地域の身近な図書室としての利用の促進を図る。
・地区センターだよりを刊行するとともに、札幌市のイベン
ト情報冊子への記事提供などＰＲを強化し、地域への一
層の周知を図る。
・開設後28年経過しており、令和３年度体育室天井等改
修工事箇所以外にも、老朽化による修繕やバリアフリー
対策が必要な個所が多々あることから、利用者が快適で
安全に利用できる施設とするため、施設改善について検
討していく。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

利用者からは、高い満足度が得られており、収支状況も
安定している。今後は、利用率向上につながるような広
報活動に期待したい。

13


